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A. 研究目的 

静岡県内において活動する肝炎医療コーディネ

ーターの養成状況と活動内容把握を行った。 

B. 研究方法 

静岡県で行われた肝炎医療コーディネーター研

修会参加者の背景を調査し、と活動内容と問題点

の聴き取りを行った。 

C. 研究結果 

静岡県では平成 23 年の肝炎対策基本指針策定

に伴い「地域肝炎治療支援者（コーディネーター）」

養成研修が開始され、平成 27年までに延べ 354人

が研修を修了した。その後、平成 28 年の肝炎対策

基本指針の改正に伴い、肝炎医療コーディネータ

ー育成強化が盛り込まれ、平成 30 年より名称を

変更して「肝炎医療コーディネーター養成研修会」

が再開された。平成 30 年の 2 回の養成研修では

合計 166人の新規コーディネーターが養成された。

令和元年には 2回の新規養成研修会と 2回のフォ

ローアップ研修会が行われ、それぞれ 135 人、40

人が参加した。これまで養成されたコーディネー

ターの職種は看護師が 95名（31.6%）と最も多く、

次が保健師の 73名（24.3％）であった。所属勤務

先では静岡県肝疾患拠点病院所属が 165名（54.8%）

と最多であり、次が市町や保健所などの行政機関

所属 69名（22.9％）であった。一方、肝疾患かか

りつけ医所属のコーディネーターは 31名（10.3%）

にとどまり、静岡県下に 281 医療機関が指定され

ている肝疾患かかりつけ医における肝炎医療コ

ーディネーター整備が問題点と考えられた。同様

に、健保組合からの参加者も 18 名（5.9％）と少

なかったが、令和元年の研修参加者が 18 名中 14

名であり増加傾向が認められた。現在静岡県内で

行われている実際の肝炎医療コーディネーター

の活動としては、拠点病院において肝疾患相談支

援センターにおける相談業務や肝臓病教室開催、

院内感染症対策の一環としての医療従事者への

肝炎ウイルスに対する教育講演などが行われて

いた。令和元年には拠点病院事業として行われた

講演会に付随して肝炎医療コーディネーターに

よる患者相談会も行われていた。行政に所属する

肝炎医療コーディネーターはウイルス検査陽性

者への受診勧奨が主なものであった。フォローア

ップ研修では山口県の肝炎医療コーディネータ

ーによる他県の優良事例の報告も行われた。 

D. 考  察 

静岡県でこれまで養成された肝炎医療コーディ

ネーターは主に市町行政所属の保健師と拠点病

院所属の看護師である。両者の受けた肝炎医療コ

ーディネーター研修は同一であるが、所属する職

場により活動内容や抱える問題は異なっていた。

このため、肝炎医療コーディネーター研修では、

肝炎・肝疾患に関する基本的知識のアップデート

に加えて、肝炎医療コーディネーターの所属先や

業務内容に応じた細かい情報提供や、活動支援資

材の開発が必要と考えられた。 

E．結  論  

肝炎医療コーディネーターは職場によりニーズ

や問題点が異なるため、活動内容に応じたきめ細

かい情報提供や支援体制が必要と考えられる。 
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２．学会発表 

研究要旨：静岡県の肝炎医療コーディネーターの養成状況と活動の調査を行った。平成 30 年、

令和元年の養成研修では合計 301 人の新規コーディネーターが養成された。また、令和元年から

はフォローアップ研修も開始され、他県の優良事例の報告も行われた。これまで養成された肝炎医

療コーディネーターは主に市町保健師と拠点病院看護師であり、所属先に偏りが見られた。また、

所属する職場により活動内容や抱える問題点が異なるため、肝炎医療コーディネーターの所属

先や業務内容に応じた細かい情報提供や、活動支援資材の開発が必要と考えられた。 
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